八代市公共事業再評価第三者委員会運営要領（案）
（趣旨）
第１条　この要領は、八代市公共事業再評価第三者委員会規程（平成１７年八代市訓令第５３号。以下「委員会規程」という。）第９条の規定に基づき、八代市公共事業再評価第三者委員会（以下「委員会」という。）の運営に関し必要な事項を定めるものとする。
（委員長の選出）
第２条　委員会規程第３条第５項に規定する委員長の互選は、委員の無記名投票で行い、有効投票の最多数を得た者をもって当選人とする。ただし、得票数が同数の場合は、抽選によってこれを定める。
２　前項の規定にかかわらず、委員に異議がない場合は、指名推選の方法に代えることができる。
３　委員長の選出に関する事項は、事務局である建設部都市計画課が取り扱うものとする。
（委員長代理）
第３条　委員長は、選任後直ちに委員長を代理すべき委員を指名しなければならない。
２　前項の規定により指名された委員に事故があるとき又は欠けたときは、委員会に出席した委員のうちから互選された者がその職務を代理する。
３　前条第１項及び第２項の規定は、前項の互選に準用する。
（委員会の招集）
第４条　委員長は、委員会を招集するときは、会議の日時、場所及び付議事項について、あらかじめ文書をもって委員に通知するものとする。ただし、急を要する場合はこの限りでない。
（開催時期） 
第５条　委員長は、事業主体が委員会規程第２条第１号の規定により抽出される審議対象事業に係る国への翌年度予算の要望書の提出前に対応方針を決定できるよう、委員会の会議（以下「会議」という。）を開催し、運営するものとする。
（会議）
第６条　委員長は、会議の議長となる。
２　会議は、委員の過半数が出席しなければ、これを開くことができない。
３　会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。
（議事要旨）
第７条　会議については、議事要旨を作成し、委員長の了承を得るものとする。
２　議事要旨には、次の事項を記載するものとする。
（１）議案名
（２）委員会の日時及び場所
（３）出席した委員並びに事務局職員の職及び氏名
（４）会議の経過
（５）その他委員長が必要と認める事項
（審議過程の透明性確保）
第８条　会議は、原則として公開するものとする。ただし、次の各号のいずれかに該当する場合は、委員長が委員会に諮って非公開とすることができるものとする。
（１）八代市情報公開条例（平成１７年条例第２５号。）第７条各号に規定する情報に該当する事項に関し審議する場合

（２）会議を公開することにより、公正かつ円滑な議事運営に著しい支障が生じることが予想され、当該会議の目的が達成されないと認められる場合

（３）その他会議の内容に照らし、公開する意義が乏しいと客観的に認められる場合
２　会議資料及び議事要旨（以下「資料等」という。）は、審議過程の透明性確保のため、会議終了後速やかに公表するものとし、資料等の公表に当たっては、個人及び団体に係る情報並びに委員の意思形成過程の中立性の確保に配慮するものとする。
（改正）
第９条　この要領を改正しようとするときは、委員長が必要に応じ、委員会に諮るものとする。
（専門部会）
第１０条　委員会規程第６条に規定する専門部会の運営に関する事項については、この要領に準拠する。
　　　附　則
　　この要領は、委員会の承認を得た日から施行し、平成１７年８月１日から適用する。
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